
第２回

長期予報についての基礎－２

• 季節予報で主として用いる天気図

• 季節予報でよく用いる用語類

• 確率予報の利用等



長期予報で使う天気図など

長期予報で使う天気図としては主に500hPa
高度場。そのほかには低緯度の循環場がよく
見える天気図、あるいはチベット高気圧などを
見るための100hPaなども使う。

天気図の領域もアジア太平洋域だけでなく、
北半球天気図。

高層天気図のほかに、境界条件としての海
面水温分布図、あるいは対流活動などを把握
するための気象衛星データなど。



平均値・平均図
１週間、１か月あるいは３か月間など

の 「平均値／平均図／平均天気図」
などが用いられる．

長期予報の期間内には、いくつもの
高気圧や低気圧、あるいは前線などの
影響も受けるが、 適切な期間の平均
操作により、個々の高・低気圧などに伴
う短い周期の成分は消えて、大規模場
の成分だけが残る。



なぜ偏差図を使うか

平年の状態からの偏りを示す「偏差値、
偏差図」が使われる。

長期予報では、気温や降水量などの平
年からの偏差を予報の対象とする。

予測因子となる天気図などの循環場
や境界条件なども偏差値や偏差図が都
合が良い。



500hPa高度場

(1) 500hPa面は対流圏のほぼ中
間の高度にあたり、大気全体の流
れを代表する。

(2) 500hPaの高度偏差と地上気
温の偏差との相関が高い。



平年の月平均５００hPa天気図



主な500hPa偏差図パターンと天候
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暖冬と寒冬の500hPa高度場の比較



冷夏年と暑夏年の500hPa偏差図の比較



寒気南下



循環指数

大気大循環の場を簡便に把握するための
指標となる。

等圧面上の特定高度、あるいは特定の緯
度間の高度や高度偏差の差などで表す。
（主に500hPa高度場を用いる）

東西指数 極うず指数 中緯度高度指
数沖縄高度指数 オホーツク高気圧指数
東方海上高度指数 西谷指数 、、、



東西指数

偏西風の蛇行の程度を見る指標となる。

緯度40度と60 度の平均高度の平年差
の差として求める。 北半球全体や極東
域（90E～170E）などを対象とする。

高指数を東西流型、低指数を南北流型
といい、蛇行が大きい状態。



極うず指数
極うずの発達の目安（極付近の寒気

蓄積の度合い）を見ることができる。

500hPa高度場で北緯70度と80度の高
度偏差の和として求める

極うず指数の正（高度が高い）は極の
寒気が放出されている段階、指数が負
（高度が低い）は、寒気の蓄積段階と判
断する。



中緯度高度指数

500hPa高度場で、 東経90～170
度の領域における北緯30度と40度
の高度偏差の和として求める。

この指数が負の場合は中緯度へ
の寒気の南下を意味する。



東方海上高度指数

500hPa高度場で、 東経140～170
度の領域における北緯40度の高度
偏差の和として求める。

日本の東海上の高度を見ており、
とくに北日本方面への寒気の南下
を判断することが出来る。



中・高緯度の循環指数ー１



中・高緯度の循環指数ー２



熱帯と海洋の循環指数ー１



熱帯と海洋の循環指数ー２

（気象庁）



ブロッキング現象
偏西風の蛇行が大きくなり、流れが分

流してその状態が1週間程度以上続く。

偏西風が南から北へ蛇行したところに
ブロッキング高気圧が形成される。

偏西風の流れを阻害し、異常高温や異
常低温などが長く続くことから異常気象
の原因といわれる。



オホーツク海高気圧

暖候期にオホーツク海や千島付近に
現れる停滞性の高気圧。

梅雨期から夏に現れることが多く、北
日本の太平洋側に低温で湿った北東
の風を吹かせ、冷夏の要因の一つ。

500hPa高度場で 東経130～150度、
北緯50度と60度の高度偏差の和をオ
ホーツク海高気圧指数としている。



太平洋高気圧

夏期を中心に発達する準定常的な
高気圧で季節変化が大きい 。

北半球では北緯30度～40度の北太
平洋東部に中心がある。その西縁の
日本付近まで張り出している部分は
小笠原高気圧ともよばれる。



亜熱帯高気圧

北半球では北緯20度～30度を中心
に存在する高気圧で夏期に発達する。

赤道付近で上昇した気流が下降する
場にあたり、中層および上層で高温・
乾燥している背の高い高気圧。



チベット高気圧

北半球の夏期モンスーンの時期
に、チベット高原上の対流圏上層
に現れる高気圧。

100hPa（高度およそ15～16km）
天気図で明瞭に見られる。



チベット高気圧 （2005年梅雨前期）

2005年7月1日12Ｚ



チベット高気圧 （2005年梅雨中期）

2005年7月７日12Ｚ



季節内変動
大気中のさまざま変動の中で、数週間

から数か月程度の周期の現象を季節内
変動としている。

とくに熱帯域では対流活動の活発な領
域が東進しながら30～60日かけて地球
を一周するのに伴って、東西風や海面
気圧の変化もあわせて東に移動していく。
その影響が中緯度大気へも影響してくる。

長期予報上ではとくに注目する現象。



南方振動指数
熱帯の西部太平洋と東部太平洋の間の地上

気圧が、数年ごとにシーソーのように変動する
現象を南方振動という。

エルニーニョ現象と関係の深い指数。

南太平洋のタヒチとオーストラリアのダーウィ
ンの地上気圧の差を指数化したものを南方振
動指数としている 。

エルニーニョ現象発生時にはこの指数がマイ
ナスとなることが多い。



ENSO(えんそ)
エルニーニョ現象（El Nino）と南方振

動は、密接に関連しながら発生してい
る同一の現象を、大気側と海洋側の両
面でとらえている現象であることから、
それをまとめて表現した用語。

El Nino とSouthern Oscillaion（南方
振動）の頭文字をとっている。



ウォーカー循環

低緯度における平均的な東西循環。

エルニーニョ現象発生時には、その上昇域と
下降域がずれてくる

熱帯収束帯
南北両半球からの貿易風が収束する帯状の

領域。

貿易風は北半球では北東から南西へ、南半
球では南東から北西へ。赤道付近にはこれらの
風が収束する帯状の領域が存在する。



北極振動（ＡＯ）

冬季北半球の循環で卓越する変動パターン。

北極域の気圧が負の偏差のとき、中緯度の海
上を中心に正の偏差となる変動。

北半球500hPa高度場を主成分分析すると、そ
の第一主成分が北極振動パターンに相当する
ようである。

アノマリー相関

高度場や気温場などを比較する際に、その偏
差値を用いて相関を求めて比較する。 類似度
合いなどを調べる際に用いる



速度ポテンシャル

速度ポテンシャルは風の流れの分布
を示す。速度ポテンシャルが大きい場所
から小さい場所へ風が吹いている。

熱帯域での大規模な対流活動の監視
に有用な物理量。通常200hPa面で見て
いる。そこでの発散の状況を把握。



暑夏・冷夏 / 暖冬・寒冬

夏の気温（６～８月の３か月の平均）が、
気候値の３階級区分で「高い」にランクさ
れる場合を暑夏、「低い」場合が冷夏

冬の気温(12～２月の３か月の平均)が、
気候値の３階級区分で「高い」にランクさ
れる場合を暖冬、「低い」場合を寒冬



１９９３年
の冷夏

９４年の
暑夏



1994年の猛暑
と1993年の冷
夏時の気温の
鉛直断面図

（北緯30度に
沿った気温偏
差）

（気象）庁



冷夏年と暑夏年の偏西風の流れの比較



北暖西冷型

月平均や季節平均気温を平年差で表したとき
に、日本列島全体の特徴を一言で表現する際
の分布型の一つ。 北日本が正偏差、西日本
方面が負偏差の場合を「北暖西冷」という。

東日本で折れ曲がり、北東から南西方向に連
なっているので、北と西という表現になる。
暖（暑）、冷，並を組み合わせて用いる。

この他に「北冷西暑」、 「北冷西並」等ともいう。



確率予報の利用

従来の予報では“気温は高い”と断定的

な表現で、その予報が実現する可能性に
ついての情報は含まれていなかった。

確率つけた長期予報では、予報の信頼
度と危険率も合わせて表現している。



コスト/ロス モデル
確率値Ｐ%の予報が100回発表されたとする。

この予報により1回あたり Cの費用の対策をとる

この対策により１回あたりの損失軽減額を L
対策費の総計 Cost = C x 100
損失軽減の総計 Los = L x  P

従ってこの予報を使い、何らかの対策をとるとい
う意思決定は Los ＞ Cost が条件となる。

PP ＞＞ (C / L)  x (C / L)  x 100100
この中の C / L が コスト・ロス比（ｘ100で％）

コスト・ロス比が、予報された確率値（％）より小さ
いときには対策をとるほうが有利である。



確率予報の評価
（1か月予報の例）

発表した確率の値が適切であったか
どうかについて評価する。 例えば、
気温であれば「高い（低い）」と予報して
実際に「高く（低く）」なった割合。

確率が適切であれば、予報した階級が

実際に出現する割合にほぼ等しくなる



1か月予報における確率の評価



第2回 おわり
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